
業務フローチャート（内部統制3点セット）

P105-00　固定資産プロセス（生産設備）

サンプル製造株式会社／第28期（2026年3月期）

収録サブプロセス：設備取得（資本的支出/修繕費区分・取得承認・相見積・建設仮勘定）／固定資産台帳登録・減価償却／現物実査・除却/売却／減損判定（遊休設備・収益性低
下）

本図はAIが生成したドラフトであり、公認会計士のレビューを前提とする。会社・数値はすべて架空であり、実在の企業・個人とは一切関係がない。統制番号は同じ題材のRCM・業務記述書と対応する。



設備取得（資本的支出/修繕費区分・取得承認・相見積・建設仮勘定）（1/2）

生産技術・設備管理部 起票担当 決裁権限者 購買・ワークフローシステム 経理部 固定資産担当 設備管理部 検収担当 固定資産管理システム（FAシステ
ム）

1. 設備投資ニーズ発生

2. 相見積取得・設備投資申請

3. 取得承認C1

4. 発注

5. 資本的支出/修繕費区分判定C2

6. 設備据付・試運転・検収

7. 三点照合（検収・契約・請求）C3

8. 建設仮勘定計上

9. 建設仮勘定の振替判定C4

承認→ 13（未承認/権限逸脱…）

資本的支出→ 14（修繕費）

一致→ 15（不一致/架空疑義…）

→ 10（完成・稼働）
未完成→滞留
管理継続

凡例：角丸＝開始／終端　四角＝処理　ひし形＝判断　橙の太枠＝統制ポイント（番号はRCMの統制Noと対応）　破線・グレー＝例外処理　→ 番号＝次ページの手順へ



設備取得（資本的支出/修繕費区分・取得承認・相見積・建設仮勘定）（2/2）

固定資産管理システム（FAシステム） ERP（会計モジュール/総勘定元帳） 経理部 生産技術・設備管理部 起票担当 経理部／内部統制責任者

10. 機械装置へ振替・台帳登録

11. 取得仕訳の総勘定元帳反映

12. 取得計上完了

13. 差戻し・再申請

14. 修繕費計上・元帳反映

15. 計上保留・架空疑義報告

→ 2

→ 6（是正後再検収）

凡例：角丸＝開始／終端　四角＝処理　ひし形＝判断　橙の太枠＝統制ポイント（番号はRCMの統制Noと対応）　破線・グレー＝例外処理　→ 番号＝次ページの手順へ



固定資産台帳登録・減価償却（1/2）

経理部 固定資産担当 固定資産管理システム（FAシステム） 経理部 課長 ERP（会計モジュール/総勘定元帳）

20. 取得・振替情報受領

21. 台帳マスタ登録・レビューC1

22. 固定資産台帳確定

23. 月次減価償却の自動計算C2

24. 償却額の増減分析C2

25. 償却仕訳の元帳反映

26. FA-GL残高照合C3

27. マスタ誤り修正

28. 償却差異の原因究明

承認

妥当

→ 29（一致）

→ 30（不一致→修正仕訳）

凡例：角丸＝開始／終端　四角＝処理　ひし形＝判断　橙の太枠＝統制ポイント（番号はRCMの統制Noと対応）　破線・グレー＝例外処理　→ 番号＝次ページの手順へ



固定資産台帳登録・減価償却（2/2）

経理部 ERP（会計モジュール/総勘定元帳）

29. 償却計上完了

30. 修正仕訳の元帳反映

凡例：角丸＝開始／終端　四角＝処理　ひし形＝判断　橙の太枠＝統制ポイント（番号はRCMの統制Noと対応）　破線・グレー＝例外処理　→ 番号＝次ページの手順へ



現物実査・除却/売却（1/2）

設備管理部 実査担当 設備管理部 経理部 固定資産担当 決裁権限者 ERP（会計モジュール/総勘定元
帳） 設備管理部／経理部

40. 現物実査開始

41. 台帳⇔現物突合C1

42. 除却/売却事由の有無

43. 実査差異の是正C1

44. 除却承認C2

45. 除却損計上・廃棄確認

46. 除却仕訳の元帳反映

47. 売却承認C3

48. 現物引渡・売却管理台帳登録

一致差異あり

除却売却→ 53（なし→継続使用）

承認→ 54（否決→継続使用/…）

→ 52

承認→ 54（否決）

→ 49

凡例：角丸＝開始／終端　四角＝処理　ひし形＝判断　橙の太枠＝統制ポイント（番号はRCMの統制Noと対応）　破線・グレー＝例外処理　→ 番号＝次ページの手順へ



現物実査・除却/売却（2/2）

経理部 経理部 固定資産担当 ERP（会計モジュール/総勘定元帳） 設備管理部 経理部／内部統制責任者

49. 代金入金突合C3

50. 売却損益計上

51. 売却仕訳の元帳反映

52. 除却/売却計上完了

53. 継続使用・実査完了

54. 除却/売却否決の処理

55. 未入金・着服疑義の調査

全額入金未入金/差額→
督促・調査

凡例：角丸＝開始／終端　四角＝処理　ひし形＝判断　橙の太枠＝統制ポイント（番号はRCMの統制Noと対応）　破線・グレー＝例外処理　→ 番号＝次ページの手順へ



減損判定（遊休設備・収益性低下）（1/2）

経理部 決算担当 設備管理部／経理部 経理部長／CFO ERP（会計モジュール/総勘定元帳） 経理部／経営企画部

60. 四半期減損レビュー開始

61. 稼働率・損益・市況情報入手

62. 減損兆候の判定C1

63. 減損認識テスト（割引前CF）C2

64. 前提・回収可能価額のレビューC2

65. 減損損失の測定・注記

66. 減損仕訳の元帳反映

67. 判定結果の記録

68. 前提再見積

認識必要

妥当 前提過度に楽
観→再見積

→ 69

→ 69

凡例：角丸＝開始／終端　四角＝処理　ひし形＝判断　橙の太枠＝統制ポイント（番号はRCMの統制Noと対応）　破線・グレー＝例外処理　→ 番号＝次ページの手順へ



減損判定（遊休設備・収益性低下）（2/2）

経理部

69. 減損判定完了

凡例：角丸＝開始／終端　四角＝処理　ひし形＝判断　橙の太枠＝統制ポイント（番号はRCMの統制Noと対応）　破線・グレー＝例外処理　→ 番号＝次ページの手順へ
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